
男女共同参画  
に関するアンケート 

 
 
    

 
 

    

 

 

 

 

 

 

問１ あなたの性別は？（○は１つ） １．男性  ２．女性 ３．答えたくない 

 
問２ あなたの年齢は？（○は１つ）（平成２８年１１月１日現在） 

１．１８～２９歳     ２．３０～３９歳     ３．４０～４９歳 

４．５０～５９歳     ５．６０～６９歳     ６．70 歳以上 

 
問 3 あなたの主な仕事はどれですか？（○は１つ） 

１．勤め人（正規社員・職員）     ２．勤め人（臨時・パート等非正規社員・職員） 

３．農林漁業の自営業         ４．商工業の自営業 

５．主に家事・育児・介護に専念    ６．その他（            ） 

７．学生               ８．無職 

 
問 4 あなたは結婚していますか？（婚姻届を出していない事実婚の場合も含みます。） 

（○は１つ） 

１．結婚している  ２．結婚していない  ３．結婚していたが離別・死別した 

 
問５ 結婚している方におたずねします。 

あなたの配偶者（パートナー）の主な仕事はどれですか？ 

１．勤め人（正規社員・職員）     ２．勤め人（臨時・パート等非正規社員・職員） 

３．農林漁業の自営業         ４．商工業の自営業 

５．主に家事・育児・介護に専念    ６．学生 

７．その他（           ） ８．無職 

 
問６ あなたの世帯は、次のうちどれに該当しますか？（○は１つ） 

１．単身世帯（ひとり暮らし）     ２．1 世代世帯（夫婦だけ） 

３．２世代世帯（親と子）       ４．３世代世帯（親と子と孫） 

５．その他（              ） 

あなたのことについて 

男女共同参画社会とは、男性も女性も、あらゆる分野で活躍できる社会のことです。 

 
琴浦町では、みんながいきいきと輝くまちづくりを目指しています。 

 



 

 

問７ この 10 年間くらいの間に大きく男女平等が進んできたと感じるものはどれ

ですか？（あてはまるもの全てに○） 

１．社会全体    ２．家事     ３．育児      ４．学校教育          

５．仕事      ６．政治     ７．地域活動    ８．介護   

９．なし      1０．その他（                ） 

 

 

問８ 現在、次の項目で男女は平等になっていると思いますか？ 

それぞれの項目ごとに、あてはまる番号に○つけてください。（それぞれ１つずつ） 
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(1) 家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(2) 職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(3) 学校教育 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(4) 政治 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(5) 法律や制度 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(6) しきたりや行事等 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(7) 地域活動 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(8) 社会全体 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

問９ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、 

どう思いますか？（○は１つ） 

１．賛成           ２．どちらかといえば賛成 

３．どちらかといえば反対   ４．反対          ５．わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等・男女共同参画について 



問 1０ 社会の様々な分野で男女がもっと平等になるために、重要なことは何だと

思いますか？あてはまる番号に○をしてください。（○は３つまで） 

１．法律や制度の見直しを行い、女性差別につながるものを改める 

２．社会全体で、男女を取り巻く様々な偏見や、「女性の仕事、男性の仕事」という

考え方を改める 

３．女性が経済力をつけたり、知識・技術を習得したりするなど、力を向上させる 

４．女性の就業や社会参加を支援する施設やサービスを充実させる 

５．政府や企業などの重要な役職に、一定の割合で女性を登用する制度を採用する 

６．男女共同参画の視点をとりいれた学校教育の学習や体験の実施 

７．男性が男女共同参画に関する勉強をする機会をつくる 

８．その他（                         ） 

 

 

 

 

 

          

 

問１１ 一般的に、女性が仕事をすることはどう思われていますか？（○は１つ） 
１．仕事を持たない方がよい 

２．結婚するまでは仕事をし、結婚後は家庭に入る方がよい 

３．結婚後も子どもができるまでは仕事を続け、生まれたら家事、育児に専念する 

４．子どもができたら仕事をやめ、子どもが大きくなったら再び仕事を持つ方がよい 

５．結婚、出産に関わらず仕事を続けた方がよい 

６．その他（                             ） 

 

 

問１２ 女性が仕事を辞めなければならない原因（出産・子育てによる中断も含め 

て）は、どのようなことがあてはまると思いますか？（○はそれぞれ１つずつ） 
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⑴乳幼児の養育 １ ２ ３ ４ ５ 

⑵子どもの教育 １ ２ ３ ４ ５ 

⑶家族の介護 １ ２ ３ ４ ５ 

⑷自分の健康の問題 １ ２ ３ ４ ５ 

⑸職場の条件や制度 １ ２ ３ ４ ５ 

⑹セクシュアル・ハラスメント １ ２ ３ ４ ５ 

仕事について 



問１３ 自営業の方におたずねします。あてはまるもの全てに○してください。 

１．女性が経営に参画している          

２．労働時間が決められている 

３．自営に必要な講習会に女性が参加している  

４．女性が地域活動に参加している 

５．休暇を定めている           

６．その他（           ） 

 

問１４ 女性が仕事を続けていくためには、どうすればよいと思いますか？ 

あてはまる番号に○をしてください。（○は３つまで） 

１．職場の働きやすい環境を整える（労働時間・休暇取得等） 

２．職場の個人の能力による評価を、性差のないものにする（賃金・昇進等） 

３．家族の理解を深める（家事・育児による負担を家族でカバーする） 

４．女性自身が自覚して努力する 

５．各種制度の充実（育児制度・介護制度・再雇用制度等） 

６．自治体等による社会全体への理解を深める啓発活動 

７．その他（                     ）        

 

 

 

 

問１５ 単身世帯（ひとり暮らし）以外の方におたずねします。 

次のような仕事は、家庭内で誰がしていますか？それぞれの項目ごとに、 

あてはまる番号に○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
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(1)収入を得ること 1 2 3 4 5 6 

(2)食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(3)食事の片づけ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(4)掃 除 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(5)洗 濯 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(6)ゴミ出し １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(7)日常の買い物 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(8)庭の管理などの外での作業 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(9)子どもの世話 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(10)介護・病人の世話 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(11)地域活動（役員等） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

(12)子どもの学校活動・行事への参加 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

家庭について 



問１６ 単身世帯（ひとり暮らし）以外の方におたずねします。 

現在の家庭の役割について、分担に満足していますか？それぞれの項目ごとに、

あてはまる番号に○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 

 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

(1)収入を得ること 1 2 3 4 5 

(2)食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ 

(3)食事の片づけ １ ２ ３ ４ ５ 

(4)掃 除 １ ２ ３ ４ ５ 

(5)洗 濯 １ ２ ３ ４ ５ 

(6)ゴミ出し １ ２ ３ ４ ５ 

(7)日常の買い物 １ ２ ３ ４ ５ 

(8)庭の管理などの外での作業 １ ２ ３ ４ ５ 

(9)子どもの世話 １ ２ ３ ４ ５ 

(10)介護・病人の世話 １ ２ ３ ４ ５ 

(11)地域活動（役員等） １ ２ ３ ４ ５ 

(12)子どもの学校活動・行事への参加 １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

問 1７ 家事、子育て、介護などの家庭の仕事で、女性に比べて男性の参加が少な

い理由は何だと思いますか？（あてはまる番号に全てに○） 

１．夫婦や家族間での話し合いが不十分なため 

２．「家庭の仕事は女性が行う」という意識があるため 

３．それぞれの家庭の実情に合っているため 

４．男性の仕事が忙しい等で、男性が家庭に関わるための時間が無いため 

５．男性が家事、子育て、介護などの知識や技術を持っていないため 

６．その他（                            ） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

問 1８ 町内会や自治会で、企画や方針を決める場に女性の参画が少ない理由は 

次のどれがあてはまると思いますか？（あてはまるもの全てに○） 

１．性別による役割分担や差別の意識があるため 

２．男性優位の組織運営のため 

３．家族の支援・協力が得られないため 

４．女性の能力開発の機会が不十分であるため 

５．家事、子育て、介護の負担が女性に大きくかかっているため 

６．女性の活動を支援するネットワークなどの組織が不足しているため 

７．女性の積極性が不十分であるため 

８．女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ないため 

９．その他（                        ） 

 

 
                ―――――――――――――――――――― 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは？ 

配偶者（事実婚も含む）や恋人など親密な関係にある、又はあった者から 

振るわれる暴力のこと。 

・身体的暴力（なぐる、蹴る 等） 

   ・精神的暴力（無視をする、人前でバカにする、脅す 等） 

   ・経済的暴力（生活費を渡さない 等） 

   ・性的暴力 （性的行為を強要する、避妊に協力しない 等）  

 

また、未婚の男女間でのこのような暴力を「デートＤＶ」といいます。 

 

 

問１９ 「デートＤＶ」という言葉をご存知でしたか？（○は１つ） 

１．知っていた        ２．知らなかった 

 

 

問２０ 「ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」に関して、あなたは被害を受け

たことがありますか？（○は１つ） 

１．この１年間の間に、被害を受けた 

２．この２～５年間の間に被害を受けたことがある 

３．この５年間以内はなかったが、過去に被害を受けたことがある  

４．経験したことはない 

 

 

 

ＤＶ、デートＤＶについて 

問２１へ 

地域活動について 



問２１ 問２０で「１、２、３」とお答えした方におたずねします。 

その時あなたはだれに相談しましたか？（あてはまるものに全てに○） 

１．警察           

２．家族や親戚       

３．友人・知人 

４．医療関係者        

５．学校関係者 

６．琴浦町の関連する相談窓口（人権擁護委員等） 

７．鳥取県に関連する相談窓口（男女共同参画センター、福祉相談センター、心と

女性の相談室等） 

８．民間の専門家や専門機関（弁護士、民間シェルターなど） 

９．その他（                              ）  

１０．だれにも相談しなかった 

 

 

問２２ 問２１で「１０」とお答えした方におたずねします。 

だれにも相談しなかったのはなぜですか？（あてはまるもの全てに○） 

１．だれに相談してよいのか分からなかったから  

２．「恥ずかしい」「世間体が悪い」等と思ったから 

３．仕返しや、もっとひどい暴力を受けると思ったから 

４．自分が我慢すればよいと思ったから 

５．他人を巻き込みたくなかったから 

６．他人に知られると、これまで通りのつき合いができなくなると思ったから 

７．思い出したくなかったから 

８．自分にも悪いところがあると思ったから  

９．相手の行為は愛情表現だと思ったから 

１０．相談するほどのことではないと思ったから 

１１．その他（                             ） 

 

 

 

問２３ 問２１で「１０」とお答えした方におたずねします。 

そのときにどのような助けがあればよいと思いましたか？（あてはまるもの全てに○） 

１．家族や友達など、身近な人に聞いてもらえる環境 

２．同じような体験をした人からの助言や援助 

３．カウンセリングや日常相談などの心の援助 

４．緊急時の相談体制 

５．自立に向けた住居や仕事のあっせんなどの生活支援 

６．加害者への取締りの強化 

７．緊急避難所（シェルター）や警察による緊急保護などの安全確保 

８．その他（                             ） 

 

 

問２２、２３へ 



問 2４ 社会全体でＤＶ、デートＤＶをなくすために、何が重要だと思いますか？ 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．法律・制度の見直しを行う       

２．犯罪の取り締りを強化する 

３．被害者が相談しやすい環境をつくる  

４．被害者の保護施設を整備する 

５．被害者を支援し、暴力に反対する市民運動を盛り上げる 

６．加害者に対する再教育を行う 

７．小さい頃から学校や家庭で男女平等についての教育を充実させる 

８．メディアが、男女共同参画について自主的な取組をする 

９．有害なネットサイト、携帯サイト、ビデオソフト、ゲームソフト等を規制する 

1０．その他（                            ） 

 

 

 

            

問２５ あなたは次の言葉を知っていますか？それぞれの項目ごとに、あてはまる

番号に○をつけてください。（○はそれぞれ１つずつ） 
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(1)男女共同参画社会 １ ２ ３ 

(2)男女共同参画社会基本法 １ ２ ３ 

(3)琴浦町男女共同参画推進条例 １ ２ ３ 

(4)琴浦町男女共同参画プラン １ ２ ３ 

(5)女性差別撤廃条約 １ ２ ３ 

(6)ジェンダ－（社会的につくられた性差） １ ２ ３ 

(7)ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） １ ２ ３ 

(８)イクボス（ワーク・ライフ・バランスを応援する上司のこと） １ ２ ３ 

 

問２６ 男女共同参画を進めるために、琴浦町では今後どのようなことに力を入れ

たらよいと思いますか。あてはまる番号に○をつけてください（○は５つ以内） 

１．男女共同参画についての普及活動    ２．家庭や学校における男女平等の普及 

３．高齢者介護等の福祉施策の充実      ４．保育事業の拡充（保育時間の延長等） 

５．経営者・事業主に対する意識啓発    ６．女性に対するあらゆる暴力の根絶 

７．仕事と生活の調和の推進            ８．健康な身体作りの推進 

９．男女共同参画に関する活動拠点の   10．福祉・健康・労働など女性に関する        

整備や充実と活動団体への支援          相談窓口の周知 

11．町の審議会・委員会などへの        12．女性の社会的な自立を目指す講座 

女性の登用                            などの拡充 

男女が共に手をとりあう社会にしていくために 



問２７ 男女共同参画社会の実現に向けたまちづくりについて、ご意見、ご要望な

どがありましたら、何でもご自由にご記入ください。 

 

 

調査にご協力いただきありがとうございました。 

 同封の返信用封筒（切手不要）で、 

 
平成 2８年１2 月１３日(火)までに、投函してください。 

 


